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アルクインのこと（[英］Alcuin［雑］Alcuinus［Albinus］

FlaccusK735?-804〉

田中克佳＊

KtLt8""OSﾉiiZ1CL"α〃ａ

ＩｎｔｈｉｓｐａｐｅｒｌｈａｖｅｔｒｉｅｄｔｏｉｎｔｒｏｄｕｃｅＡ１ｃｕｉｎａｎＡｎｇ]ｏＳａｘｏｎ，whoassistedCharlesthe

Greatthroｕｇｈｈｉｓｅｆｆｏｒｔｔｏｇｉｖｅｒｉｓｅｔｏａｒｔｓａｎｄｅｄｕｃａｔｉｎｉｎｔｈｅｐｅｒｉｏｄｏｆｔｈｅｃａｒｏｌingian

renaissance，bytranslatingintoJapaneseof“ＡＬＣＵＩＮＡＮＤＴＨＥＲＩＳＥＯＦＴＨＥＣＨＲＩＳＴＩＡＮ

SCHOOLS''’1893,London（ｂｙWest，AndrewFleming［1853-1943．Americaneducator；pro・

fessorofLatin［1883-1928]，Princeton.])．

Ａｓｕｍｍｉｎｇ－ｕｐｏｆＷｅｓｔｏｎｔｈｅｉｒｗｏｒｋｉｓａｓｆｏｌｌｏｗｓ８

“(revivaloflearning）underCharlesandAIcuinis(－)ofvitalimportanceasaHrststage

intheevolutionofmoderneducation･Ｎａｒｒｏｗａｎｄｔｅｃｈｎｉｃａｌａｓｗａｓｔｈｅｉｎｓｔructiongiven，

ａｎｄｂｒｉｅｆａｓｗａｓｔｈｅｄｕｒａｔｉｏｎｏｆｔｈｅｉnstitutionsfounded，ｉｔｓｔｎｌｒｅｍａｉｎｓｔｒuethatCharles

wasthefirstmonarcｈｉｎｔｈｅｈｉｓｔｏｒｙｏｆＥｕｒｏｐｅ(－)toattemptanestab]ishmentofuniversal

gratuitousprimaryeducationaswellasofhigherschools・Moreover，ａｓｔｈｅｒｅｓｕｌｔｏｆ

Ａ１ｃｕｉｎ,sorganizingsagacity，ａｂｏｄｙｏｆｍｅｎｄｅｖｏｔｅｄｔｏｔｅａｃｈｉｎｇａｓｗellaslearningwas

createdgivingsomedegreeofcontinuitytoeducationdowntothefoundingoftheuni-

versitieｓａｎｄｓｏｓｈｅｌｔｅｒｉｎｇｓｔｕｄｉｅｓｉｎｖａｒｉousmonasteriesandcathedralsthaｔｓｏｍｅｏｆｔｈｅ

ｇｒｅａｔｅｒｓｃｈｏｏｌｓｔｈｕｓｋｅｐｔａｌｉｖｅ，oroffshootsfromthem，afterwardsbecamenatulnalre･

ceptaclesforthenewuniversity1ｉｆｅｏｆｔｈｅｎｅｘｔａｇｅ.”（pp、2-3）

あるいはそれを推進した役割については，過大評価とい

うことは決してあり得ない｡」〕と述べている。

本稿は，このシャルルマーニ１〔佛〕（後述のＷｅｓｔ

は，「チャールズ」で叙述）に力を貸して学芸や教育の

復興に尽力したアングロサクソン人アルクインという

人物について，名著の評価の高いWest，Andrew

Fleming（1853-1943．Americaneducator；professor

ofLatinU883-1928landdeanofgraduateschool

[1901-28]，Princeton-Webster，sBiographical

DiCtionary）の手になる“ＡＬＣＵＩＮＡＮＤＴＨＥＲＩＳＥ

ＯＦＴＨＥＣＨＲＩＳＴＩＡＮＳＣＨＯＯＬＳ''’1893,Ｌｏｎｄｏｎに

よって，翻訳・紹介を試みるものである。

アルクイン研究の資料的側面について，Ｗｅｓｔの叙述

を引けば，次のようである。

「アルクインの著作は，かなり完全な状態で私たちの

時代に至るまで保存されてきた｡それは４つの部門に分

はじめに

フランスの中世史家Ｊ、プウサールは，その箸『シヤ

ルルマーニニの時代』の結びの部分で「カロリング時代

は，人間性（ユマニテ）の歴史における主要な時jU1であ

り，したがってその研究は中世史家にとって，多くの問

題をとく鍵になる。（略）カロリング時代の第一義的重

要性は，文化の領域にあった。学問や文芸の教養ば，何

よりあまず聖職者の教育を目ざす教会的教養にとどまっ

ていた。しかし，すでに見たように俗人もまた広汎にそ

の恩恵をうけており，宗教的教養を基礎としたところの

俗界の教育復興でもあったのである。（略）〔カロリン

グ・引用者〕ルネサンスは古代文化の足跡を滅亡から救

い出し，全中世の糧とし，そして中世を介して近代をも

育んだのである。シャルマーニュがこの事業に寄与し，

＊慶應義塾大学文学部教授（教育学）
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私たちの近代の始まりを画するほどに根源的で強力であ

ったルネサンス期に，衰退し，終焉を迎えることにな

る。

以上は，西洋における学問復興の三つの時期である。

（略）チャールズとアルクインの時代の最初の学問復興

は，近代教育の進化の最初の段階として，なおきわめて

重要である。与えられた知識は狭く，かつ特殊で専門的

なものであり，設立された機関の存続期間は短かったと

はいえ，それでもなおチャールズが，（略）ヨーロッパの

歴史における高等の学問の設立だけでなく，普遍的な無

料の初等教育の設立を試みた最初の君主であったことは

間違いない。さらにアルクイソの，組織者としての賢明

さの結果として，学生の団体だけでなく教師の団体が創

設され，それによってある程度の教育の継続性が与えら

れ，ついに大学の創設にまで至るわけである。またさま

ざまの修道院や司教座聖堂での研究も大いに保護される

ことになった結果，比較的大きな学校のうちには存続し

続けるものもあり，あるいはそこから分かれ出たいくつ

かのものIま，成り行き上当然に，次の時代の新しい大学

生活の行われる場所となった｡」（ppl-3）

②上記第二期の「知的暗黒の行き渡った時期」に維持

された自由学芸リベラル・アーツ(古典古代の遺産）

の実態

「自由学芸の創始者たちの系譜（略）のうちポエティ

ウス,2）カッシオドルス,3）およびイシドール4)は，学校

における一般に承認された典拠となった。一方マルティ

アヌス・カペラ5)の方は，当初一般の承認を得られなか

ったものの，大きな影響を与えた点では同様であった。

彼らが譲り渡した学問は，古代人の学問の体系的提示と

いう高みに達する↓のでばなく，せいぜい，不完全に仕

上げられた，またしばしば誤って変容された古代人の学

校の教科の一般的概要を含んでいるにすぎないものであ

った。彼らが中世に伝えたしのは，ほんの数冊の書物に

納められ，またこのわずかな蓄積が，ルネサンス期まで

完全には取って代わられることもなく，実際上，８世紀

までの教授の全内容を樅成したということは，明確に主

張することができる。イシドールは，そのリストの最後

に位置して，西ヨーロッパにおいて，学問だけでなく文

明社会をも消滅させつつあった野蛮状態の只中で，キリ

スト教学校の学問の発展に最後の幕を引くのである。彼

の時代以後一世紀以上にもわたって続いた暗闇は深部に

および，かつほぼあまねく行き渡った。ローマ自体が，

野蛮国になっていた｡」（p､２７）（註番号は引用者）
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類することができる。最初にくるのは，彼の神学に関す

る作品であり，彼の全著作のうちの大部分，おそらく三

分の二を含んでいる。（略）残りの三分の一のうちの主

要部分は，彼の毎簡のうちに含まれ，その残余を構成す

る教授学的論文と詩は，且的に最もわずかである。

そういうわけで，アルクイソの大部分の著作には，教

育の歴史に関わるものがほとんどないように見えるが，

それでも彼の神学に関する作品でさえ，この点で付随的

な重要性をもっている。（略）缶簡は，当時の一般史を知

るために，またもっと特殊的には，学校で学ぶことの復

興に関わるアルクイソの活動を明らかにするその豊かな

光のためlこ高い価値を有している。詩は，比較的価値が

少ないけれども，アルクインがそこで育てられたヨーク

の学校の歴史を知るのに，またフランク王国での彼の後

半生を知るのに重要な手がかりを含んでいる。しかし，

何といっても第一の関心は，とくに彼の教授学的著作に

集中する。というのは，それらの著作には，自由学芸の

うちのあるものについての個別的論文の場合と同様に，

教育に関する彼の一般的見解が，まことにたっぷりと含

まれているからである｡」（pP89-90）

さっそく，本論に入ることにしよう。

１．アルクイン誕生前夜

①学問と教育の時代背景とチャールズならびにアルク

インの位矼

「古代史と近代史の中間にある（略）１５世紀間におけ

る教育の運命は，西洋文明の相つぐ局面を特徴づける時

期々党の性格とよく一致している。チャールズ以前に二

つの時期が画される。一つは，西暦紀元の股初の４世紀

間にわたる時期であり，それは，ローマ帝国の学問のた

めの学校の衰退と，時を同じくしてのキリスト教の興起

によって特徴づけられる。もう一つは，以後のほぼ４世

紀間にわたる，混乱と蛮族の侵入と学校の死滅，そして

知的暗黒の行き渡った時期である。ついで８世紀末のチ

ャールズの時代に，第三の時期が始まる。それは，その

始まりにおいて中世紀最初の一般的教育施設の設立によ

って特徴づけられる時期であるが，ただこの施設Iま，ほ

んの－，二世代存続しただけで，蛮族のヨーロッペヘの

新たな侵略とともに荒廃に帰してしまうことになる。こ

の時期は，間違いなく１１世紀まで継続したが，この１１

世紀に，中世の第四の，そして最後の時期が，スコラ学

の影響による学問の第二の復興とともに始まり，大学を

創設したけれども，それ自身は，結局，学問復興のあの

第三の，そして最後の時期となる，そして教育における



アルクインのこと（[英］Alcuin［羅］

③この間，学問の灯は，プリテン島とアイルランドに

おいて守られた。

「イシドール以後チャールズ大帝の時代に至るまでの

時期の大陸の暗黒は，学問が，アルクイソに伴われてヨ

ーロッパに戻ってくるまでの避難所をそこに見い出した

アングロサクソン教会の輝かしい知的傑出と，時期的に

符号している。キリスト教は，一緒に自由学芸という貴

重な宝を伴なって，多くの扉を通って，また幾度となく

プリテン島に入っていた。ゴールの地中海海岸のはずれ

にあるレリンスにある大修道院から，聖パトリックが宗

教をアイルランドにもたらしていたし，彼に続く他の修

道士たちは，当時ゴール人の学校で栄えていた神聖な学

問だけでなく，世俗的学問まで持ちこんだのであった。

(略）アリストテレス，キケロ，ヴァージル，プラウトゥ

ス，ヴァロ，およびフロントが知られ，学ばれた。また

危険人物マルティアヌス・カペラは，自由学芸の好手引

きであった。鋭敏で思索的なアイルランド人精神は，そ

のような教えに接した時，容易に心を動かされ，これに

応じたのであった｡」（pp28-9）

Alcuinusinuｓ（AIbinus）Flaccus）〈735?-804＞１１５

た。彼は，そこで！おそらく『当時のヨーロッパの他の

場所では見い出されえない有利な機会一当時西洋に存

在した学問の情報源の一切に接近するまったくうってつ

けの手段一を享受した。そこ以外の場所では何処で

も，彼は，アイルランドの学問，ローマの学問，ゴール

の学問，ならびにカンタベリーの学問，あるいはペネデ

ィクトがローマとヴィエンヌ（訳注・フランス南東部）

で買い求めていた書籍の集積を，あるいはアイルランド

の修道院からだけでなく大陸にある修道院からも入手さ

れた規律についての知識を，同時に手にすることはでき

なかったであろう｡』（略）しかしベーダは，受容性に富

んではいたが，保守的であった。（略）彼は，寓話風な話

し方をしながらも，マルティアヌス・カペラのような，

とんでもない突飛さに陥らないですむことができた。

(略）彼の最も親しい友人の一人がエグパートであった。

ニグバートは，７３２年にヨークの大司教となり，その地

に司教座聖堂学校を建て，優れた蔵書によってこの学校

の意義を高からしめた。３４年間にわたる彼の支配Iま，

学問のためにかけがえのない貢献をした。彼のスコラス

ティクスscholasticusつまりこの学校の教師，であっ

たエルパート（エセルパート）は，彼の寛大な政策を実

行し，後1こ大司教として彼の後を継いだ。この学校で彼

らは，この学校の最も偉大な生徒となったアルクインを

訓練したのであった｡」（pp､29-31）

②ヨークのアルクイン

「アルクインは，ノーサンプリアの貴族の家系を引い

た。彼の出生の日付と場所については，よく分からな

い。しかし彼が，７３５年頃，またその人生の初期をすご

したヨークの近くで生まれた可能性は，ひじょうに高

い。まだ小さい子供であったころ，彼は，ニグパートに

よって建てられた司教座聖堂学校に入り，フランク王国

に出かけるまでの間，－学徒として，また後には教師と

して，その地に留まった。（略）彼は，まず読み・書きと

ラテン語の詩篇の暗諦を教わり，それから文法と他の自

由学芸の初歩を，また後には聖書の知識の教授を受け

た。（略）アルクインは，やがてその学校の最も卓越した

生徒になり，またエルパートの助教師となった。７６６年

エグパートが死に，ニルパートが大司教の職を継ぐと，

今度は，アルクインがその学校の校長としてニルパート

の後継者となったように思われる。ともかく彼は，その

時，助祭つまり「レピ人」に任命され，その後しばらく

スコラスティクスの職についた。（略）７８０年にニルパー

トが死ぬと，彼は，そこの司教座聖堂の図書館一当時

プリテン島で最も有名で，キリスト教世界で最も有名な

2．アルクインのこと（１）

①師匠たち－生育の環境

「このアイルランドの学問が，７世紀に，今度は北部プ

リテン島のアング戸サクソン王国であったノーサンプリ

アに伝わった。南部へは，グレゴリウス大教皇（聖グレ

ゴリウス－世）が，南部の中心地カンタベリーを手始め

にプリテン島をキリスト教に回宗させるために，５９６年

に熱心な修道士のアウグスティヌスを送りこんでいた。

同地にタルススのテオドールがやって来たのは６６９年

のことであるが，じきにその地の最初の大司教となっ

た。この厳格で有能な牧師は，アングロサクソン教会に

ローマ風の規律と組織を大きく刻印することに成功し

た。しかし彼は，ローマ教皇の影響力の決然たる助成者

であったとはいえ，なお生まれながらのギリシャ人とも

いうべき人物であったから，彼の庇謹の下にギリシャの

学問が，カンタベリーに導入された。北部には，ウィー

マウスとヤーローの双児の大修道院が建てられて，レリ

ンスやその他の大陸の修道院からもたらされた，またロ

ーマ自体からさえもたらされた書物が豊かに備えられて

いた。この修道院の高貴な創立者のペネディクト・ビス

コヅプ（628-690）もまた，その大修道院長となった。彼

の最も偉大な生徒がペーダ（673-735）であったが，ベー

ダは，７歳からベネディクトの下で教育を受け始め，ベ

ネディクトの後継者のクールフリスの下でそれを継続し
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ものの一つであった－の管理を任された。彼は，そこ

に集められていた主要な書物について一種の韻文の目録

を，彼の詩の一つに記録している。（略）

（略）当時の著名な教科書のうちカッシオドルス，ポ

ニティウス，およびベーダを所有している。古典古代の

中では，アリストテレスとキケロの一部，詩人のヴァー

ジル，スタティウス，婚よびルカス，それに文法家のド

ナトスとプリスキアヌスを，主要な著作家として所有し

ている。その図書館にはローマ・カトリック教会の教父

たちもまたあった。彼らのうち，アウグスティヌス，ヒ

ニロニムス，アソプロシウス，およびグレゴリウス大教

皇の本があった。（略）タルススのテオドールが，カンタ

ベリーにギリシャ語教授を生じさせ，ついで彼の影響が

ヨークにまで及んだこと，またアイルランドの影響はギ

リシャの学問に好意的であったから，ヨークの図書館に

はおそらくギリシャ語の本があったことは確かである。

しかしアルクイソ（略）自身の文芸の探究は，古代ロー

マ庭限られていた。したがってアリストテレスやギリシ

ャの教父のうちのあるものが彼のカタログに現れるとは

いえ，彼がラテソ語訳のものだけしか考えていないこと

は，十中八九確かである。彼が利用しているアリストテ

レスは，すべて，ポエティウスか，誤ってアウグスティ

ヌスのものとされている論文『範崎について』の中に見

い出されるものである。彼の一般的な教授科目は，伝統

にしたがって，古い権威者たちであるポエティウス，カ

ッシオドルス，イシドール，およびペーダに依存してい

る。ポニティウスやカッシオドルスでさえ，利用されて

いるというよりはむしろ賛美されており，したがって彼

が実際に依存しているのは，他の２人である。たとえマ

ルティアヌス・カペラがヨークの図書館にあったとして

も，その事実への言及は，まったくなされていない。

この学校の校長としてのアルクインの名声は，大きな

ものであった。彼は，生徒たちに，自分が受け取った学

問を伝え，またニグパートによって教え込まれた自由学

芸へのあの学習意欲を吹き込んだ。彼は，学問の心もと

ない境遇について十分に承知しており，この事実を生徒

たちに銘記させたのであった。（略）多くの人びとが，

彼の話を聞くために参集し，やがて彼はⅢプリテソ島で

最も著名な教師となった｡」（Ｐ３１ｍｐ､33-38）

３．アルクインのこと（２）

①フランク王国の諸情況

（｢フランク王国に学問を確立する目的をもって居を定

めるよう」(p､３９)チャールズ大帝に招じられて，アルク
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インがアーヘソに到着たのは，７８２年のことである｡）

「この時期のフランク王国の学問の状態はひどいもの

であった。初期のゴール人の学校からフランク人の教育

に何とか伝わったどのような伝統もが，メロピング王朝

の王たちの時代を特徴づける野蛮な無秩序の中で，ずっ

と以前に四散し，跡形もなくなっていた。以前に栄えて

いた修道院学校および司教座聖堂学校は，その時期に急

激に中断されていたし，修道院自体がしばしば住居とし

て国王の寵臣たちに与えられ，こうして神聖な用途から

野蛮な用途へとすっかり変っていたのである。書物の書

写はほとんど行われなくなっており，またこの時期に文

学の名を自負するものはといえば，退屈な年代記か無知

のために信じこまされていた伝説だけである。廷臣用の

基礎教授センターであったいわゆる宮廷学校は確かに存

在していたけれども，ここにおいてさえ学芸は，宮廷生

活の付属物の一つとして，きわめて取るに足りない役割

を演じていたにすぎない。（略）（782年チャールズは）

アルクインを迎えて，復興された宮廷学校の校長に任命

した。この年から８年間（782-790）に見られることは，

最初宮廷学校という比較的狭い領域で，ついで彼の王国

全域で，高等の学問と一般的基礎教育の両方の振興を計

るアルクイソの教育計画を，彼が間断なく推進したとい

うことである｡」（pp40-42）（－部カッコ内引用者）

②宮廷学校長としてのアルクイン（782年-796年）

アーヘンの宮廷学校の生徒たちには，次のような人び

とがいた。

チャールズ大帝，女王のリュートガード，チャールズ

の４人の姉妹の一人ジゼラ，３人の王子たち（チャール

ズ，ペピン，ルイス)，娘たちのうちの２人（王女ロト

ラド，妹のジゼラ)，女婿のアソジルパート，従兄弟の

アデルハードとワラと彼らの妹のガンドラダ。これら王

家のメンバーに加えて，王の親友で後の伝記作家エイン

ハード，後のマインツの大司教リカルフ，後のザルツプ

ルクの大司教でアルクインの最愛の友アルノー，後のオ

ルレアンの大司教テオドルフ（pp､24-43)。

「彼の教授は主として質疑応答によって行われ，しば

しば質問の答もアルクインが等しく前以て準備したこ

と，また最初に質疑応答の内容をなしたものが文法であ

ったことは確かである。しかも彼は，それ以上に，『算術

ヵ原』の遠足に出かけ，また天文学・修辞学および弁証

法に分け入ったのであった。したがってこの宮廷学校

は，まもなく高等の学に従事するための王領地内におけ

る－中心地となった｡」（P,４５）
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③チャールズの教育に関する一般教毎とアルクイン

「チャールズは，７８７年に，かの有名な法令，すなわ

ち布告を出した。それが，中世教育の最初の一般教書で

ある。それは，様含の修道院の大修道院長宛の書簡の形

式をとって，彼らの読承書き能力の欠如を責め，彼らに

『学問することを粗略にしないだけでなく，彼らゑずか

らそのことに忍耐強く力を注ぐこと』，またとくにこの

偉大な仕事のために『学習能力があり，かつ喜んで学習

しさらに他の人びとに教授する意欲をもっている人び

と』を選出することを強く勧めている。（略）それは，今

日まで保存されてきた唯一の謄本一フルダの大修道院

の院長であったポーガルブに宛てられた謄本一には，

次のように書かれている。

『神のみ恵みにより，フランク族ならびにロンパルト

族の王としてローマ人のペリキウス（訳註・爵位）たる

チャールズより，大修道院長ポーガルフと彼の全会衆な

らびに彼の保護に委ねられた信徒へ：

『信徒との連帯において我らが有益と判断せしことを，

神の御意にかなおうとする皆の信心の努力の記憶すると

ころとせよ。すなわち，神の御寵により我らが保護に委

ねられた司教管区および修道院に，常の生活習慣と聖な

る宗教に合致したる生活習慣だけでなく，学問すること

－各人がみずからの能力と神の御加護に応じて学問を

教えかつ学ぶこと－も存在するぺく配慮されるべきで

あるということを。何となれば，家の規則を然るべく遵

守することが善き素行に導くがごとく，教えある者と教

えを受ける者によって示された熱意が文章に秩序と優美

さを与えるからであり，さた正し〈生きることにより神

の意に叶おうとする者は，正しく話すことにより神の意

に叶うことも怠るべきではないからである。『汝は，汝

ふずからの言葉によって義とされ,あるいは罪とされん』

と記されている。また正しい行為は，正しい話し方に勝

るとはいえ，何が正しいかの知識は，正しい行為に先行

する。それ故誰もが，みずから進んで成し遂げようとす

ることがどのようなことなのか，理解しようと努力すべ

きなのである。そしてこの正しい理解は，言葉の話し方

が誤りを免れれば免れるだけ，それだけ早く獲得される

ことになるであろう。それにもし誤った話し方はすべて

の人びとが避けるべく努力すべきことであるならば，と

くにそれは，真理の下僕たることを選んだ人びとによっ

てこそ，努力されるべきである。過去数年にわたって，

我らはしばしば様々の修道院から，彼らの聖なる勤行に

際して兄弟たちが，我らのために祈りをささげたことを

報じる手紙を受け取ってきた。そして，これらの手紙に

Alcuinus（A1binus）Flaccus）〈735?-804〉１１７

示された所信が，それ自体は誠にもって正当なものであ

りながら，ぎこちない用語で表明されていることを観察

してきた。すなわち敬虚なる信心が，我らのために祈る

心を命じたわけであるが．教育のない舌は，そのような

心情を正しく表現することができなかったのである。こ

こから我らが胸に，もし正しく書く能力が，かくのごと

く欠如しているものとすれば，聖書を正しく理解する力

もまた，ふさわしいどころの話ではないのではないかと

いう恐れが生じたのである。周知のように言葉の上での

誤りが危険だとばしえ，理解の上での誤りは，なおもっ

と危険である。それ故我らは，皆に，学問することを怠

らないだけでなく，そのことに忍耐強く，かつ神の意に

よく叶う力､の謙虚さをもって，力を注ぐことを強く勧め

るものである。さすれば，皆も，大いなる容易さと確実

さをもって聖書の奥義を洞察することができるであろ

う。何となれば，聖書には比騰・言葉の綾・似たような

比愉的表現が含まれているが故に，これを読む者は，学

問の教授をよく受けていればいるだけ，はるかにより容

易にその宗教上の意味に到達することには疑問の余地が

ないからである。それ故この仕事のために，学習能力が

あり，かつ喜んで学習し，さらに他の人びとに教授する

意欲をも有している人びとを選出してもらいたい。そし

て彼らに，我らが彼らに勧める熱心に匹敵する熱意をも

って，その仕事に力を注がしめよ。

『我らが願いは，皆が，教会の戦士がそうあらねばな

らぬ者一心は盾仰厚く，話に学があり，行いは清く，

語るに雄弁である者一であり，それ故にイエス・キリ

ストの御加護を求めて，あるいは信仰生活の美点を日に

するために皆の家に近づくすべての者が，皆を見ること

で高められ，皆の話や歌を聞くことで教化されて，至高

の神に感謝をささげつつ家路につかんことを，というこ

とである。

『汝が我らが愛顧を尊重する限り，必ず汝のすべての

属司教たちならびにすべての修道院にこの書簡の写しを

送付せよ。また僧侶の－人をも，自分の修道院の範囲を

越え出て裁きを行い，あるいは会合に加わり，投票所に

入ることのないようにせよ。さらば｡』」（pp､49-51）

「声はチャールズの声であるが，手はアルクインの手

である。力強い，命令口調Iま王自身のものであるが，説

得力ある話し方をエ夫し，それをこれほどまでに完全に

学問の伝統の型にはめ込むことは，もし師匠の手助けが

なかったらば，王には決してできなかったことである。

（略）（この法令の注目に値する第一点は）教育への一般

的世話を強いる，またとくに教会が学問の学習を維持す
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つたが，これに対して村の学校ば，純粋に初歩的なもの

であった。村の学校の校長は教区牧師であった。修道院

学校の校長は大修道院長であり，彼は，自分の聖職序列

の長に対する責任を負い，したがってローマに対して責

任を負った。司教座聖堂学校の校長は，司教区の司教に

よって任命されるスコラスティクスであった。司教もま

たローマに対して責任を負った。しかし修道院の大修道

院長は，修道院への司教たちの側の管理権を承認しなか

った。そしてこのことが，司教がそのような管轄権を行

使しようとするたびに，しばしば衝突へと導いた。（略）

修道院学校は，内校と外校という二つの部分に分割され

るようになった。内校は，oblatiすなわち修道院生活の

ために差し出され少年たちだけを受け入れた。外佼は，

修道士にではなく牧師になる予定の少年たちと，世俗生

活を送る予定の人びとが通学した。内校も外校も授業料

は無料であった。司教の学校もしくは司教座聖堂学校

は，修道院学校ほど厳格ではなく，堂たそれほど繁栄も

しなかった。それらは，外面的lこは類似しており，僧職

志願者と俗人の子供たちに一般教育を施こした。生徒た

ちは，一部は学校の基本財産で費用を負担されたが，俗

人の場合ある程度雀で，授業料の支払いによった。しか

しながらoblatiに厳しく要求された修道院生活の厳格

な規律を別にすれば，修道院学校と司教座聖堂学校で与

えられる教授の間には区別されるべき本質的な事柄は何

もない。それは，読み書き，computusつまり算術－

これは主に，教会暦を決定するために用いられた－お

よび歌い方も加えた学習から始まった。この基礎教授の

上の段階として，多大の骨折りがささげられた文法の学

習が行われ，時に，これに修辞学と弁証法が続いたが，

最も大きな修道院の場合を除いて，それ以上は，ほとん

ど，あるいはまったく教授されなかった。聖書の学習も

行われたことはいうまでもない。村の学校では，使徒信

条，主の祈り，およびおそらく詩篇の断片の学習といっ

た学校教育上重要でばない付加物を別iこすれば，基礎的

な事柄以外は何も教えられなかった｡」（pp､56-58）
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るように留意する，国家の権利を当然のこととする考え

である。注目に値する第二の観念は，世俗的な学科の当

然の教授・学習なしには，教会の下僕たちは，彼ら}こ固

有の職務遂行が不可能であり，聖書の理解力に大きな阻

害要因をもつことになるであろうとする考えである｡(第

三点は）修道僧と牧師の学問の訓練と，さらに教育とい

う偉大な仕事を不朽なものにするための教師一｢学習

能力があり，かつ喜んで学習し，さらに他の人びとに教

授する意欲をも有している人びと｣－の団体の育成の

両方を主張している（ことである)｡」（pp52-3ノカッコ

内引用者）

「この法令の実際的効果を明らかにする当時の記録が，

ごくわずかしか残っていないことは遺憾である。それで

も，それが慨して服従されたことを疑う理由はまったく

ない。またあちこちに学校制度についての，また学問を

拡張し，強化するためのさらなる王の命令についての証

拠がないわけではない。（例証，略)」（pp53-55/同前）

「以上の，およびその他の，散在する通達を通じて私

たちは，王の考えがどの程度まで理解されたかについ

て，また創設された学校の性格についてもある程度の見

解を組み立てることができる。初歩的教授のための普遍

的規定が熟慮され，ある程度まで実施された。そしてテ

オドルフにおいて始めて，初歩的教授の無償の原則の主

張が見られる。（略）しかしながら，チャールズ（に）義

務教育組織についての考えは，（略）よぎらなかったよ

うである。それは，近代章で留保されたのであった｡」

(pp55-56）

④チャールズとアルクインの手になる教育組織（｢２１１

段された学校の性格｣）

「チャールズとアルクイソによって不完全ながら組織

された教育に，三つの進歩の段階もしくは水準を識別す

ることができる。彼らによる学校階層制の頂点に位置す

るのが，宮廷学校，つまり厳密には拡大解釈された意味

での大学である。この下に，またそれへの準備としてあ

る種の修道院学校と司教座聖堂学校の中等段階の教授が

ある。一方初等教育は，修道院学校や司教座聖堂学校に

も見い出されるが，村の学校でもっぱら教授される内容

が，初等教育である｡」（p､５８）

これらの学校についての説明ば，次のようである。

「宮廷学校は唯一つしかなかった。それは，文化の主

要な中心であり，きわめて萌芽的な学術アカデミーであ

ったが，さらに当時の教育の頂点にして中心であった。

(略）修道院学校ならびに司教座聖堂学校は，初歩的教

授と，場合によってばより上級の教授を与えることがあ

４．アルクインのこと（３）

①トウールの大修道院長（796年-804年）

７９０年，アルクインば「晩年のための真の隠遁所」を

求めてヨークに帰った。しかし，諸般の事情は，彼をそ

こに留まらせなかった。「彼は，792年にヨークを去っ

て，アーヘンヘと向かった。（略）隠遁への彼の強い希

望は，ますます強くなって行き，６０歳を越えると押さ

え難いものとなった｡」（ｐ６２）老師の真剣な求めに応え
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てチャールズは，彼を「ロワール河岸に立つトゥールの

サン・マルタン修道院（略）の大修道院長に任命した｡」

(p,６４）

「トゥールの修道僧たちは，彼らの修道請願が命じる

ほどの厳格さをもって生活していたわけではなかった。

それ故にアルクインが第一に留意したことは，これらの

修道僧たちをベネディクト修道会の厳しい規律に従わせ

ることであった。（略）しかしアルクインの努力は，修道

生活の復活だけに限られなかった。彼の家は，厳格さの

センターとなるだけでなく，学問のセンターともならな

ければならなかった。（略）彼に残されたわずかな歳月

のうちに，彼らの手を通じて学問の伝統を伝えることを

十分に期待できるほどに学問に献身的な，またそうでき

るほどの相当数の生徒たちの一団を育て上げること゜

(略）トゥール着任の直後，彼は，彼の手始めの仕事を垣

間見させる手紙をチャールズに書き送っている。『私こ

と，かのうラックスは，あなたの熱心な勧告と願望を遂

行すべ〈，聖書の花密なるサン・マルタンの家におい

て，ある種の人びとに対しては，聖職者としての勤めを

果たそうと努力しております。古代の学問という古酒で

銘酊させようとしている人びともいますが，なおまた，

文法上の繊密さというリンゴで育てはじめようとしてい

る者もおります。それに私が，ちょうど画家が教会の円

蓋に彼の画像で光彩を添えようとするように，星の理法

でその心に光を投じようと努力している人びともいま

す。また私は，神の聖なる教会のために，またあなたの

王国の名誉のために多くのことを教え，全能の神の恩寵

が私にあって無駄になっていないことが，またあなたの

ご親切の寛大さが何らの効果も発揮していなくはないこ

とが理解されますよう，あらゆる人びとにあらゆること

を行っています｡』と｡」（pp64-66）

「しかし彼の活動感，最初のうちは，書物の欠如のた

めに困難に陥入った。そこでそのことを王に知らせ，書

物を手に入れるために何人かの比較的若い修道僧をヨー

クに派遣する許可を求めた。（略）この要請の結果とし

てアルクインがどんな書物をヨークから手に入れたか

に，彼自身がそこにいたときに利用したような書物であ

ったことはいうまでもないということ以外は，私たちに

は知られていない。（略）彼が目指したトゥールでの教

授の精神は，（略）彼の司教区の牧師たちに，厳しい授業

料なしの教授を命じたということも注目に値する｡｣(pp、

67-68）

「修道院規律の厳格な施行と僧侶生活への志願者なら

びに俗人の両方に対して学校で授けられる教授に加え

Alcuinus（AIbinus）F1accus）〈735?-804〉１１９

て，アルクインは，写字室での手書き本の筆写の監督に

忙しかった。（略）私たちはその情景をほぼ復元するこ

とができる。祈りの時間と修道院生活の日課の厳守との

合間に，アルクインの統括する監督の下での書物の筆写

の時間がくる。若い修道僧たちは，写字室に列をなして

繰り込む。そして彼らのうちの一人に，ベーダあるいは

イシドールあるいはアウグスティヌスの著作か，さもな

ければラテン語の聖書の中のある部分，あるいは異教の

著者さえも含む貴重な羊皮紙の書物が与えられる。彼

は，正確lこ調整された速さで，ゆっくり，はっきり読み

上げる。一方，自分たちの机lこ着席した他の修道僧たち

ばみな，彼が読み上げる言葉を書き留める。こうしてお

そらく２０部の写しが同時に作られる。アルクインの注

意深い観察眼は．各人を11項番に監視し,誤りを正す手は，

正字法と句読法上の誤りを指摘する。（略）こうして学

問の保存と伝達に新時代を画する，あの改良を加えられ

た数々の写本が生み出されたのであった｡」（pp､70-73）

②忍び寄るアイルランド人学者（いわゆる唯名論者）

とアルクインの死

「アルクインの教えと両立しがたい,聞き慣れない見解

を持ち込む新しい教師たちが，チャールズの宮廷に現れ

ようとしていた。これらの教師たちと|ま，ある種のアイ

ルランド人学者たちであり，彼ら催，（略）学問の伝統

とは異なる教えを（持ち込む者であり)，マルティアヌ

ス・カペラの忌むべき本をもたらし，（略〉ギリシャ語

の本を一緒に持ってきた可能性もある。まさに始まろう

としているのはⅢ伝統と思弁との押さえがたい衝突なの

である。アルクインは何度も何度もチャールズに手紙を

書いて，（略）（その種の者が）宮廷の若者を盲目にする

ぺくいつの間にか入りこんでしまったことを嘆いてい

る。（略）しかしながらチャールズは，事態をもっと陽

気に眺めていた。（略）彼は，チャールズがそれらに耳を

傾けたことに大きな驚きを表明し，この最新の邪説が広

がって，教会と王自身の国家に混乱が生じないように，

信仰の有能な防衛者たちを王のかたわらに呼び寄せるよ

う熱心に説きすすめている｡」（pp､81-83）

アルクインの死は，８０４年のことである。（p､８７）

５．アルクインのこと(4)－学者・

教育者としてのアルクインの評価

「アルクインが独創的著作家であることは珍しく，普

通には編集者にして翻案家，時には他の人たちの作品の

文字通りの転写者でさえあるということをまず最初に述

べておこう。（略）彼の神学に関する（略）著作の大半
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断しないでいただきたい。彼がその知性に語りかけた当

の時代は，思考力といい話し方といい子供のごとくであ

った。したがって以上とは別の何かを提示するというこ

とは，理解できないものを提示するということであっ

た。時代は，学問のためになされるいかなる試柔にも，

間違いなく失敗をもたらしたにちがいない。誰かが何時

か野蛮な西ヨーロッパに近代ヨーロッパ文化の基礎を手

ほどきすることは，近代ヨーロッパ文化の進化に必要な

第一段階であった。これを行ったのがアルクイソであ

り，しかも彼が，学問が受け入れられる限界を認識して

いたということは，彼が，凡庸であったよりはむしろ賢

明であったことの証拠である。彼は，天才的・独創的・

博学の著作家ではなかったが，偉大な実際感覚を備えた

人物であった。（略）さいわいなことに彼の教育活動の

別の－面が，沢山の彼の書簡の中に現れている。それら

は私たちに，彼がまったく無欲で純粋で優しく，生徒た

ちの精神的幸福に忠節であり，生徒たちの生活と精神

が，キリストの心にしたがって形作られるよう，たえず

私に心を砕いていることを垣間見させる多くの証拠を与

えてくれる。ここにこそ其のアルクインが，朽ち衰えた

断片的な学校の教授科目の復興者ということではない，

研究と品行の双方に関するキリスト教徒の理想がヨーロ

ッパの顔から消え失せたかに見えた時代Iこあって，その

理想を鼓吹するものとしての，真のアルクインがいる｡」

（pp､112-113）

１２０社会学研究科紀要

は，アウグスティヌス，ヒニロニムス，アソプロシウス、

および大グレゴリウスの受け売りであるが，一方ベーダ

は，彼の後期の典拠のうちの第一のものである。しかし

彼は，ギリシャ教父たちについては，ラテン語訳を通じ

て以外は何ら知るところがない゜またそれらの訳を彼

は，へプル人への使徒香簡に関する注釈を作るのに利用

するためにクリニソストモスの翻訳に近づく以上には，

何ら際立って利用していない。彼の文献資料はすべてラ

テン語のものであり，ヒニロニムスから写し取られた若

干の引用と他の何処かから引かれた時たまのギリシャ語

を別にすれば，彼の著作には，いかなるギリシャ語も見

い出すことができない。教育の面では彼は，主としてイ

シドールとベーダに頼っているが，補足的助けをカッシ

オドルスと，誤ってアウグスティヌスのものとされてい

る論文『範鱒について』に借りている。彼{よポニティウ

スについて知っていたが，彼の利用は孫引きによるもの

だけであった。マルティアヌス・カペラは，言及されさ

えしていない。

一個の純粋な教育論文として確かな性格を備えたアル

クイソの論文は，次のものである。すなわち『文法につ

いて』『正字法について」『修辞学と徳について」『弁証法

について』『ペピンとの論争』それに『DeCursuet

SaltuLunoeacBissexto』というタイトルの退屈な天

文学関係の論文。その他，次の三つは彼のものとするに

は確実性の劣るものであるが，『七つの学芸について』

『少年たちのための学問的討論』およびいわゆる『アル

クイソの命題』が，それである｡」（pp90-92）

『文法』の中でのアルクインの自由学芸への言及に関

連して，Ｗｅｓｔば↑次のような評価を述べている。「アウ

グスティヌスは，自由学芸を，聖書の外にあるものでは

あるが，聖吝の理解に役立つものと見た。カッシオドル

スは，それら学芸の素晴らしさに関する神秘的暗示を聖

杏の中に見い出した。そしてアルクインはⅢそれら学芸

を聖書自体から手に入れているのである。このような解

釈が，世俗的学問の命運にいかに大きな影響力をもつか

は，いうに及ぶまい。というのはひとたびそれら学芸が

聖杏の中に見い出されたら，それらを教会から追い出す

方途はまったくなかったからである｡」（p､９７）

「アルクイソの教師としての名声は，主として『文法』

と『正字法』にある。そしてこのことは，それらの子供

っぽさにもかかわらず，それらが，彼が毎いた他の何に

もまして役立ったが故に，まさしくその通りなのであ

る｡」（p､103）

「アルクイソの論文を彼の時代状況から切り離して判

結びアルクインの後世への影響カ

アルクインに始まる「運動の勢力は，時に一個所ある

いは数個所に集中したが，別の時期には多くの個所iこ分

散した。学問の主要な流れが，ヨークからトゥールヘ，

トゥールからフルダヘと流れ出たように，その後またそ

れは明らかにフルダからオセル（フランスの町）に伝わ

り，フェリエール，新.旧の。ルピー，ライヘナウ，サ

ン・ギャル，そしてランスに及び，その－支脈はついIニ

パリに到達する。しかもその流れは，連綿としてという

具合にでばなく，平行したより小さな流れとそれに連絡

した，交差する流れをともなって流れて行く。（略）彼の

死後，（略）チャールズの宮廷学校でさえ，断続的活動

経過をたどり始め，まずアルクインからエリウゲナに乗

り換え,6）ついでその他の変化をこうむったが，けっし

て完全に消滅してしまうことばなかった。（略）

１０世紀の中葉は，教育にお｜ナるアルクイソの時代と

呼ぶことのできるものの限界を画する。というのは，こ

の時点で彼の直接的影響力l士しだいに姿を消すからであ
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る。（略）しかし’１世紀の始め，学校はふたび主要な修

道院に認めることができる。そこでは，学問の伝統をお

そらく前の世紀の人たちからしか受け取ることのできな

い教師たちが教えていたのである。その間にパリは，ま

すます首都の性格を呈するようになり，王の固定した居

所となった。トゥール，ノルマンディーのペック，およ

びシャルトルを含む近隣の学校は，以前にもまして密接

に，この首都と結ばれるようになり，また知的思索と論

争の増大にともなって，教師と生徒は大いに増加した。

(略）新しい教師たちが継起した。こうした教師たちの

－人が，ドゥロゴであり，彼の生徒の－人に聾者のジョ

ンがいた。ついで聾者のジョンば，シャトルのロスケリ

ヌスを教え，ロスケリヌスのまわりには，あのはなやか

に光輝く弟子たちの群れ，つまりクルニーのピーター，

キャンプレイのオド，シャンポーのウイリアムおよびア

ベラールが群れ集まっていた。今や私たちは，１２世紀の

始まりのところにいる。古い事物は廃れ，パリ大学の開

始とともに新しいスコラ学の時代が全開する。

アルクインの称賛者たちは，彼をパリ大学の真の祖，

またそれによって近代ヨーロッパ大学の其の祖と見なす

という並はずれた敬意を，彼に払おうとしてきた。この

主張はおそらく，それが反駁されるに先だって述ぺられ

る以下のようなもの以上のものである必要はない。教授

の面でも外的組織の面でも，そのような結果を生じるこ

とになったと思われるような着想を，彼は当然抱いてい

ない。またスコラ学の名の下にヨーロッベに生じた知的

覚醒なしに，大学が創立されたであろうといういかなる

証拠もないし，あるいは仮に創立されたとしても，大学

が事実上なしとげた発展を，この覚醒なしになしえたで

あろうといういかなる証拠もない。覚醒の推進力は，媒

介をなすアラビア語から行われたラテン語訳のギリシャ

の天才たちの哲学的著作の導入を通じて，外部から生じ

たのであった。ヨーロッパのほとんど生命を失っていた

学問と教育を生き返らせたのは，これらの著作であっ

た。しかしこのことを率直に認めたとしても，なお，ア

ルクインの本来の後継者にして相続人であった司教座聖

堂学校や修道院学校が，学生生活の中心であり，教授

の伝統の中心であったことは，いぜん真実である｡何世

代にもわたって設立されてきたこのような中心の存在が

なければ，大学が生起したかどうかは疑問である｡」(pp・

l65-166mp､176-178）

A1cuinus（AIbinus）FIaccus）〈735?-804〉 1２１

選谷)」1973,平凡社，ｐｐ､285-7。（J・Boussard，

Charlemagneetsontemps，1968,Paris.）

２）ポエテイウス（Boethius，481-525)－｢彼の名

は，古代哲学の歴史の最後を飾る名前である。キ

リスト教徒的一面をもった若干の表現と用語を別

にすれば，その教養において彼は，異教徒と考え

なければならない。教育史上彼が重要なのは，中

世全期にわたる広範囲な教科香となった，彼の訳

したギリシャ人の諸作品の翻駅害のためである。

彼は，算術や幾何に関する論文，アリストテレス

の論理学，その他これ以外のアリストテレスの

著作やポルフィリオス（訳註・232/3-305頃。ギ

リシャの哲学者。「アリストテレス範崎瞼入門

EisagogeeistasAristoteleskategorias」は中

世の標準的な論理学教科書となり，普遍は実在か

名目かという問題をめぐる<普遍論争＞の端緒と

なった－贈波，西洋人名辞典）の著作を翻訳も

しくは翻案し，主としてはアリストテレスとキケ

ロに関してであるが，彼自身の手になる注釈書を

いくつか書いている‐このわずかな知織が，古代

ギリシャから中世初期の学校に伝え残されたもの

の主要部分をなした。（略)彼の重要性は，彼の著

作が，教科谷として．また学芸に関する他の著作

家の引用のための出典として役立ったという事実

にある。しかしながら，どうも彼が，音楽，算術，

幾何および天文学を一体化した学の名称として

quadrivium（四科）という用語を使った最初の

人であるらしいということは，おそらく指摘して

おく価値があろう。文法，修辞学および弁肛法に

対する公式の名称としてのtrivium（三学）とい

う語も，おそらく彼の時代にまでさかのぼる。い

ずれにせよ，その後の学問の研究であるquadrivi‐

ｕｍ(四科）と対照してみた場合に,言語と語法の初

等の学習課程であるtrivium（三学）間の本質的

な区別立てが，彼の著作に出現十る゜」(pp､22-23）

3）カツシオドルスー｢ポエティウスの同時代人で

あり，かつ友人であり，同じく貴族の出であっ

たのが，ローマの元老院議員のカッシオドルス

（Cassiodorus,468-569）であった。（略）彼は，修

道士たちがたゆまず研究に励むよう，とくには写

本の搭写に励むよう刺激を与えることに努力し，

こうしてこの慣習を，ラテン系キリスト教世界の

修道生活の秩序の大半を占めるまでに拡大するこ

とで，大きな影響を与えた。学問へのこの重要な

奉仕のほかに，彼は，キリスト教的テーマのもの

と世俗的テーマのものの両方について，こつこつ

と番き続けている。（略)彼の学芸のリストは，マ

ルティアヌス・カペラに見い出されるものであ

り，彼は明らかにＭ、カペラのお陰を豪ってい

るｃしかしこのことを自分では認めていない言マ

ルティアヌスその人のことは，－人のSatura

Doctor（サテュラ学者）として，もしくは品位の

ない雑文集の作者として，軽蔑的態度で言及され

ているにすぎない。（略)文法に関する章は，ロ－

姓

1）井上泰男訳「シヤルルマーニュの時代（世界大学
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ペとして本を書くことを自分に課し，自由学芸に

ついての彼のとりとめのない，しかし内容豊かな

説明にふさわしい文学的容れ物として，散文と韻

文とからなる雑文集~これは，散文と韻文とか

らなる，また『サテュラ」（訳註・Saturarum

menippearumlibri，１５０巻，Ｂ,Ｃ、81-67）とし

て知られているヴァロの雑文集の影秤を通じて文

学の一つと認められるようになっていたが－を

採用したのであった。かくして彼はその本の末尾

のところで，比噛的に次のように語っている。す

なわち「一つの洗練されない物語の中で，学問的

なものと非学問的なものを一緒くたに積み重ねな

がら，たわいもないおしゃべりをし,聖なるものと

俗なるものを一緒くたにし，また学芸を司る女神

たちと現実生活の諸方面を司る男神たちの両方を

ごたごたに集め，そしてまた粗雑な語り口で，諸

学の円環を語る」彼の文学の女神Saturaを自分

は描いた，と。この「諸学の円環cyclicdiscip・

Iines」とは，自由学芸，つまり古典古代のエンキ

クリウス・ディスキプリナencycliusdisciplina

（鰭学の円潔)のことであり，それが，彼の寓意物

語の対話者となっている｡」（pnl8-19）

６）アルクインに，その死の直前に，人目に隠れもな

いあの不安をひき起こしたアイルランド人の教え

は，彼の死後新たな，そして強力な勢いを手にす

ることになる。８１４年チャールズ大帝が死去する

と，息子のルイス敬虞王がその後を継いだ。ルイ

スが死去すると間もなく若い王のチャールズ禿頭

王は，８４５年頃，ジョン・スコトゥス・エリウゲ

ナを宮廷学校の校長に任命した。（略)伝統上疑問

の余地のない信仰を動揺させるのにぴったりの，

危険な思弁的学問の，鋭敏で才気換発な代表者

（略)ジョンは，禁止されていたマルティアヌス・

カペラを携えてやってきて，註解を付けること

で，この著作家の影響力を拡大した。ランスのヒ

ンクマールから，彼の筆力で正統派の信仰を助け

にくるよう哀訴された時，ジョンは，聖書となら

んで引用されるにふさわしい権威として，ラテン

教父と同様にギリシャ教父を，また都合のいい場

合にはいつでも異教の哲学者でさえ，引用するこ

とをためらわなかった。（略)思弁と伝統の間に論

争が始まり，この論争をアルクインが是認しよう

とした範囲内に閉じ込めることは，もはや不可能

となった。エリウゲナの教えに発する新しい影響

力は，最初は抵抗を受けたものの，後に次第に修

道院で与えられる古い教えと混じり合うようにな

っていった｡」（pp、166-167）
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マの最大の文法家であったドナトスを縮約した

ものでる。彼の修辞学は，かなりの範囲にわたっ

てキケロに基づいている。彼の弁証法は，－部ヴ

ァロ（VarrqB.Ｃ,116-27-キケロと同時代の

学者。彼の「LibriNovemDisciplinsrum」の

中で，ギリシャからローマに引き渡された学芸を

詳細に説明している。ｐｐ、６－７から引用）に由来

するが，主としてポエティウスの受け売りであ

る。それは，まさしく初学生のためにやさしくさ

れたポエティウスである｡」（pp,23-25）

4）イシドールー｢自由学芸は，論文もしくは摘要

によってずっと後まで保存されることになるが，

（略）次の作家は，最初の百科事典となったもの

に，それらのための小さな場所を与えている。そ

の作品とは，スペインはセピリアの司教であった

イシドール（Insidore,６３６死）のいわゆる「語

源』である。野蛮状態のために学問は，彼の時代

までにほとんど絶滅状態にある。今日私たちが教

父作家や古典作家から収集された膨大な抜粋集を

持っているのは，彼の骨折りのお陰である。それ

は，何世紀もの間，一切の知識の宝庫として役立

った。彼の膨大な本が，独創的価値をまったく欠

いており，また当時生じていた学問の後退の－指

標と見なすことのできるほどの馬鹿ばかしさやた

わいなさに満ちていることはいうまでもないが，

それでもイシドールが，彼の時代の最も幅広い知

識人であったことは確かである。（略）自由学芸

は，彼の本では簡潔に叙述されているが，それら

の正しい数は七とはっきり認知されている（略)。

それらについての彼の説明は，そっくり，カッシ

オルドスから写しとられたものである｡」（p､２６）

5）マルティアヌス・カペラー｢当初,キリスト教徒

の著作家にしぶしぶ承認された(略)カルタゴのマ

ルティアヌス・カペラ(略)は，アウグスティヌス

と同時代か，もしくはやや以前の人である。彼

は，「言語学とメルクリウスの結婚』と題する寓

意的論文を(略)誇張的・空想的な機式で書いてい

る。その本は，したがってその修辞的華麗さにう

んざりする代物であるばかりではなく，しばしば

きわめて込みいっており，また暖昧なので，私た

ちは，どの特定の実例にも見られる作者の特異性

が，作者の気どった文体のせいなのか解し難い意

図のせいなのか，決めるのに途方に暮れてしま

う。しかしその論文の目的は，きわめて明瞭であ

る。それは，ヴァロの自由諸学を奇想を凝らした

仕方で描述することにあった。マルティアヌス自

身は，独学者だったようである。彼は，冬の夜な


